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 Коллекция японского искусства Государственного Эрмитажа, как источник изучения российско-японских 
контактов. 
































                                                     
1 聖ニコライ『将軍と帝。日本資料による歴史的エッセイ』「ルースキ ・ーヴェスニク」1869 年№11. P.297-208. 


















20 世紀はじめに、エルミタージュは当時すでに約 1 万点もあった東洋コレクションのシステ












                                                     
2 色とりどりのロシア http://ricolor.org/rz/iaponia/jr/cu/ermitag/ 
3 色とりどりのロシア http://ricolor.org/rz/iaponia/jr/cu/ermitag/  








らのものだった。こうして、1920 年 10 月 1 日コレクションの増加でエルミタージュの中に東
洋部門を新設することができた。 
1925 年から 1926 年にかけて、エルミタージュに日本の作品がシュチグリツのコレクション
から収蔵された。当初からこのコレクションは名高く、特に 19 世紀の赤色の入った深いエナメ
ルの陶器作品が高く評価されていた。また、シュチグリツのコレクションには 1500 点もの浮世









末から 20 世紀まで）といった非常に興味深い論文が準備された。 
この展示会は展示室 1 室だけで行われた小規模なものだったが、他に類のない展示品を通し
て、どのように日本のものがロシアに入って来たのかその歴史的経緯を見ることができた。ま






                                                     
4 現在、綴織は参謀本部の建物で開催されている「皇帝への贈り物」展にて公開されている。 
5 色とりどりのロシア http://ricolor.org/rz/iaponia/jr/cu/ermitag/ 





その後 5 年後にも一般に公開された。 





















文化と芸術」という常設展示が 2009 年にオープンした9。過去 25 年間に収蔵された展示品やベ
ルリンのアジア芸術博物館の展示品が追加された。 
展示会では、日本の伝統文化が鮮やかに開花した時代、特に徳川の時代（1603 – 1868）の日
                                                     
6 「S.P.ワルシャフスキーのコレクションの根付と日本版画」展示会カタログ。レニングラード 1983 年 
7 V.ダシュケビチ『広重』レニングラード「イスクストヴォ」1974 年 
8 サムライ Art of War http://www.isamurai.ru/   
9 エルミタージュが「日本の文化と芸術」展を開催 http://tvkultura.ru/article/show/article_id/28345 
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本芸術作品が公開された。エルミタージュには、1500 以上のカラー木版画が収蔵されているが、
その中には少数ではあるが 18 世紀半ばから 20 世紀にかけての有名な浮世絵師（鈴木春信や歌
川国芳など）の作品を含む。 
エルミタージュの特に評価の高い展示品は、17 世紀から 19 世紀のミニチュア細工の根付コ
レクションである。エルミタージュには、有名な流派、有名な根付師、根付に特徴的なストー























                                                     
10 カタログ「樂-茶碗の中の宇宙。日本コレクションの中の芸術作品」サンクトペテルブルク 2015 年 
11 カタログ「永遠の喜びの器。エルミタージュの煎茶の日本の急須コレクション」サンクトペテルブルク
2015 年 





この地図は、大きさ 74,5 × 148cm の四角い紙（絹）の巻紙で、右側には日本語で「大日本」
「伊勢国白子」「大黒屋光太夫」とかかれており、1781～1789 年の年号である「天明」と書か
れている。この地図作成の歴史は波乱に富んだ 18 世紀の終わりに遡る。 
さまざまな歴史的資料によって周知のように、1783 年 1 月 15 日「神昌丸」が出航したが、
その後、嵐に遭い 7 ヶ月もの間海の上をさまよった。その後、アムチトカ島（カムチャッカ）









                                                     
12 D.ケン『日本人がヨーロッパを開拓する 1720-1830』モスクワ 1972 年 
  G.D.イワノワ『19 世紀から 20 世紀はじめの日本にいたロシア人』モスクワ 1993 年 
































                                                     
13 中村シンタロウ『日本人とロシア人。交流の歴史より』モスクワ 1983 年 






























                                                     
14 林忠正『Japonisme and Cultural Exchanges』東京 2002 年 
15 A.M.ボゴリュボフ『エルミタージュコレクションの 1861 年の函館湾を描いた日本の巻物』「東アジア－
サンクトペテルブルク－ヨーロッパ：文明間交流と経済交流の展望」サンクトペテルブルク 2000 年
P.125-127 







この不凍湾には、様々な国から船が着いた。1861 年には 14 席のロシア船が函館港に入港し
た記録が残っている。同年、アメリカの 8 隻の帆船とイギリスの軍艦 2 隻と貿易船 2 隻が係留
されたとされている。 






                                                     





巻物の右側には、日本の暦で日付が書かれており、1861 年 4 月 10 日から 5 月 10 日の間に書かれたものだ
とされている。その隣の列の上のふたつの漢字は函館湾が描かれていることを示している。 
17 F.プロホレンコ『日本へのロシア精神使節団』「信仰と理性」№2. P.2 なお、この写真の掲載にあたり
著作権の問題は生じない。 
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このように、国立エルミタージュのコレクションの中の２つのコレクションを見てきたが、
これらの収蔵品はロシアと日本の歴史的出来事を鮮やかに蘇らせ、歴史的出来事に参加した
人々の人生を通して、二国間の関係について新しく何かに気づかせてくれる。現在の日ロ関係
の基礎をなし、文化交流において大きく貢献した日本大主教ニコライや大黒屋光太夫の功績が
ロシアでも日本でも高く評価されるのは、偶然ではないだろう。 
このように、エルミタージュのコレクションにより研究者たちがオリジナルに接することを
可能にし、新しい研究テーマの基礎となることがこの 2 つの日本コレクションの分析によって
わかった。 
